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デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
展
な
ど
に
よ
っ
て
自
分
自
身

で
考
え
な
く
て
も
便
利
に
生
活
で
き
る
今
の
環
境
は
、

「
考
え
る
力
」
を
退
化
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

指
摘
が
あ
る
が
、
市
長
の
問
題
意
識
を
聞
き
た
い
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
情
報
量
が
多
す

ぎ
る
こ
と
や
、
思
考
が
短
絡
化
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、

誤
っ
た
情
報
の
拡
散
に
よ
る
社
会
の
混
乱
な
ど
様
々
な

課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
新
た
な
課
題
に

つ
い
て
「
考
え
る
力
」
の
観
点
で
言
え
ば
、
膨
大
な
情

報
の
中
か
ら
主
体
的
に
情
報
の
質
を
見
極
め
、
必
要
な

情
報
を
判
断
す
る
力
や
、
複
数
の
視
点
か
ら
考
え
る
力

を
養
う
こ
と
が
一
層
重
要
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。

市
内
道
路
の
安
全
性
は

　
　
埼
玉
県
八
潮
市
の
道
路
陥
没
を
受
け
た
道
路
下
の

空
洞
調
査
で
は
、「
す
ぐ
に
対
応
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た

下
水
道
の
幹
線
管
路
の
腐
食
は
な
い
」
と
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
、
直
江
津
地
区
の
道
路
で
陥
没
が
発
見
さ
れ
た
。

他
の
道
路
下
に
お
け
る
空
洞
の
存
在
が
危
惧
さ
れ
る
が
、

今
後
の
点
検
方
針
は
ど
う
か
。

　
　
当
該
陥
没
は
主
要
路
線
を
対
象
に
実
施
し
た
空
洞

調
査
の
対
象
外
で
あ
っ
た
が
、
覚
知
後
は
速
や
か
に
復

旧
工
事
を
実
施
し
た
。
来
年
度
も
主
要
路
線
の
空
洞
調

査
の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
ほ
か
、
引
き
続
き
パ
ト

ロ
ー
ル
や
市
民
か
ら
の
通
報
等
に
よ
り
道
路
状
況
の
把
握

に
努
め
、
適
切
な
維
持
管
理
に
取
り
組
む
。

　
　
喫
緊
の
課
題
と
し
て
物
価
高
騰
対
策
を
掲
げ
た
が
、

市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
国
の
施
策
や
交
付
金
の
詳
細
を
確
認
し
て
検
討
を

進
め
て
い
る
。
一
連
の
対
策
を
速
や
か
に
取
り
ま
と
め
、

各
種
支
援
策
を
迅
速
に
実
行
す
る
こ
と
で
、
市
民
生
活

と
事
業
活
動
を
下
支
え
し
た
い
。

　
　
13
区
に
「
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
す
る
と
し

て
い
る
が
、
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
聞
き
た
い
。

　
　
令
和
８
年
度
中
に
１
か
所
程
度
設
置
し
、
住
民
組

織
等
の
地
域
団
体
に
運
営
を
担
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
考

え
て
い
る
。
そ
の
利
用
状
況
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
等
を
踏

ま
え
、
令
和
９
年
度
以
降
の
増
設
を
検
討
す
る
。

　
　
前
市
長
の
政
策
で
あ
る
通
年
観
光
計
画
や
地
域
独

自
の
予
算
事
業
は
継
続
す
る
の
か
。

　
　
通
年
観
光
計
画
は
令
和
８
年
度
予
算
編
成
等
の
中

で
実
施
の
可
否
を
含
め
て
精
査
し
た
い
。
地
域
独
自
の

予
算
事
業
は
、
複
数
の
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

様
々
な
角
度
か
ら
検
証
し
て
い
く
。

市
道
に
架
か
る
橋
梁
の
現
状
は

　
　
橋
梁
の
老
朽
化
の
状
況
と
そ
の
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
市
管
理
の
１
１
６
０
橋
中
、
耐
用
年
数
の
50
年
を

超
え
る
橋
梁
は
３
９
０
橋
あ
り
、
10
年
後
に
は
８
２
７

橋
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
平
成
25
年
度
に
策
定
し
た

計
画
に
基
づ
き
、
計
画
的
、
効
率
的
な
修
繕
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
現
在
通
行
止
め
を
要
す
る
橋
梁
は
な
い
。

　
　
安
心
安
全
の
確
保
の
た
め
の
取
組
を
聞
き
た
い
。

　
　
「
捕
獲
対
策
」、「
出
没
抑
制
の
環
境
整
備
」、「
人

身
被
害
の
未
然
防
止
や
出
没
時
の
対
応・啓
発
」と
い
っ

た
３
つ
の
取
組
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　
　
環
境
部
と
農
林
水
産
部
を
統
合
し
、
鳥
獣
対
策
専

門
の
対
策
室
を
設
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
効
果
的
、
効
率
的
に
市
民
の
安
全
を
守
る
た
め
、

真
摯
に
検
討
す
る
。

豪
雨
被
害
の
新
た
な
対
策
は

　
　
令
和
７
年
９
月
３
日
の
局
地
的

短
時
間
豪
雨
で
の
被
害
を
受
け
、
新

た
な
対
応
策
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
に
お
け
る
冠
水

警
報
表
示
シ
ス
テ
ム
の
設
置
や
、
道

路
冠
水
が
常
態
化
し
て
い
る
箇
所
へ

の
警
戒
表
示
等
を
計
画
的
に
進
め
る
。

上
越
市
の
今
後
の
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
は

　
　
農
業
の
位
置
付
け
と
将
来
像
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　
　
農
業
は
重
要
な
基
幹
産
業
で
、「
い
の
ち
と
暮
ら

し
」
の
原
点
で
あ
る
。
担
い
手
の
確
保
、
作
業
の
効
率

化
や
コ
ス
ト
低
減
が
肝
要
で
あ
り
、
特
に
中
山
間
地
で

は
、
農
村
の
維
持
と
い
う
視
点
か
ら
、
幅
広
い
担
い
手

確
保
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
農
地
集
積
や
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
の
導
入
も
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

こ
ん
ど
う　
彰
治（
市
民
ク
ラ
ブ
）

市
長
公
約
を
具
体
的
に

掘
り
下
げ
る
！

当
市
に
お
け
る

鳥
獣
被
害
対
策
は

草
間　
和
幸
（
久
比
岐
野
）

櫻
庭　
節
子
（
み
ら
い
）

デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う

「
考
え
る
力
」
の
育
成
を
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